
・内科　　14,254人
・小児科　14,632人
・外科　　 7,822人
　合計　　36,708人

・救急車受入実績　1,282件

以上のとおり、指定管理者は初期救急医療機関としての責務を本年度も十分に果たした。

2019年度
横須賀市救急医療センターの管理状況

管理運営に対する市の評価

指定管理者は、協定書に基づき施設を適切に管理し、健全な運営を行った。
指定管理者としての患者サービスの一環として引き続き、あらかじめ混雑が予想される日は、2診体制を準備して対応した。

2019年度実績



2019年度 内科 小児科 外科 患者計 特記事項

2019年
4月

916人 1132人 649人 2697人

・ゴールデンウィークに備え、例年通り市内の診療所の開院状況を調査し、掲示並びに配布を
行った。
・ゴールデンウィーク期間中は内科、小児科、外科を12時から20時まで2診療体制で行ったた
め、医師等のスタッフの増員や椅子の増設を行った。

2019年
5月

1336人 1380人 920人 3636人

・ゴールデンウィーク期間中の祝日は混雑が予想されたため、12時～20時まで全ての診療科の医
師、看護師等を増員し2診体制とした。
・ゴールデンウィーク中の市内の診療所の開設状況について、掲示とちらしの配布並びに電話で
の問い合わせについて対応を行った。

2019年
6月

752人 844人 632人 2228人
・6月14日に救急医療センター連絡会を開催した。

2019年
7月

817人 1336人 650人 2803人

・7月6日救急医療センター災害訓練を実施し、地震発生時の初動体制の確認と火災発生による初
期消火の訓練を実施した。
・7月14日・15日は、小児科・外科を12時～20時まで2診体制として診察を行った。

2019年
8月

985人 1056人 766人 2807人

・8月3日よこすか開国祭開国花火大会実施時には、救急医療センター利用者への花火大会による
影響がないように対応した。

2019年
9月

910人 1116人 775人 2801人

・9月15日・16日・22日・23日は混雑が予想されたため、小児科、外科を1.5診体制として診察
を行い、看護師等を増員した。

2019年
10月

829人 956人 636人 2421人
10月13日・14日は混雑が予想されたため、小児科、外科を1.5診体制として診察を行い、看
護師等を増員した。

2019年
11月

938人 1253人 544人 2735人
11月9日に行われた第24回横須賀市医師会災害救護訓練に、救急医療センター職員も参加し
た。



2019年度 内科 小児科 外科 患者計 特記事項

2019年
12月

2237人 2156人 671人 5064人

年末の診療体制を以下のとおり例年どおり整備した。
・12月28日から12月31日まで内科・小児科は2診体制、外科は1.5診体制として診察。
・看護師、薬剤及び事務員を増員。
・12月28日から12月31日まで駐車場整理員を2～3名配置。
・中央待合に折り畳み椅子の増設。
・市内の地区ごとに救急医療センター協力診療所の開院状況の掲示並びに配布。

2020年
1月

2777人 1880人 721人 5378人

・1月の祝日、日曜日や一部の土曜日は医師、看護師、薬剤師、事務職員等を増員し、内科・小
児科を一時的に2診体制とした。
・中央待合に折り畳み椅子の増設を行い、混雑時の患者負担の軽減に努めた。
・新型コロナウイルス対策として特診点滴室にて診療対応する準備を行った。

2020年
2月

1103人 1054人 463人 2620人

・インフルエンザ等による患者数の増加に対応するため、あらかじめ混雑が想定された日曜・祝
日は、内科・小児科を２診体制とし、看護師・薬剤師・事務職員も併せて増員し、患者の増加に
対応した。
・2月26日に救急医療センター運営委員会を実施した。

2020年
3月

654人 469人 395人 1518人

・発熱者の振り分け対応のため、常時事務員の増員を行った。
・3月20日、21日に内科を1.5診体制とし、薬剤師を増員した。
・全ての診療科目において、新型コロナウイルスの影響と思われる患者数の減少がみられた。
（2020年3月比 内科 約87.0％   小児科 約71.2％  外科 約89.1％ 計 約82.7％）
（2019年3月比 内科 約64.9％ 小児科 約34.3％  外科 約66.0％ 計 約52.7％）

合計 14254人 14632人 7822人 36708人


